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阿
蘇
市
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

復
興
支
援
対
策
本
部
の
設
置

　
４
月
１
日
に
市
役
所
内
に
「
阿
蘇
市

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
対
策
本
部
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
本
部
に
は
復
興
支
援
班
と
し
て
、

専
任
の
職
員
２
名
を
配
置
し
、
被
災
者

の
支
援
や
被
災
地
の
復
興
支
援
の
た
め

の
業
務
（
住
宅
確
保
か
ら
生
活
支
援
ま

で
）
を
一
元
的
に
管
理
し
対
応
に
あ
た

り
ま
す
。

　
ま
た
、
要
支
援
者
に
関
す
る
情
報
収

集
や
調
整
、
避
難
所
、
被
災
地
へ
の
職

員
の
派
遣
等
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

(

対
策
本
部
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２
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市
の
取
り
組
み

　

復
興
支
援
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、

総
額
４
千
５
百
万
円
程
度
を
予
算
化

し
、次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
被
災
県
へ
の
見
舞
金
の
送
付

東
北
３
県
へ
３
千
万
円

　　
早
期
復
興
の
た
め
に
は
先
ず
社
会
基

盤
の
再
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
が
先
決
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
阿
蘇
市
と
し
て
は
、

被
災
者
の
方
々
に
配
分
さ
れ
る
義
援
金

と
し
て
で
は
な
く
、
第
一
線
で
復
興
の

指
揮
を
行
う
自
治
体
へ
の
直
接
的
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
被
害
の
大

き
か
っ
た
東
北
３
県
（
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
）
に
各
県
１
千
万
円
、
合

計
３
千
万
円
を
見
舞
金
と
し
て
贈
り
、

被
災
者
の
方
々
の
生
活
再
建
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
仮
設
住
宅
、
道
路
・

橋
、
上
下
水
道
等
の
建
設
、
が
れ
き
処

理
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

②
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

総
勢
40
名
を
派
遣
予
定

　

熊
本
県
支
援
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
、第
４
陣
（
４
月
16
日
出
発
）
以
降
、

熊
本
県
と
の
調
整
に
よ
り
増
減
は
あ
り

ま
す
が
、
各
陣
５
名
（
総
勢
40
名
）
の

職
員
を
宮
城
県
東
松
島
市
に
派
遣
す
る

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
る
職
員
は
、
被
災
自
治
体

の
行
政
復
興
支
援
（
罹
災
証
明
発
行
業

務
、
仮
設
住
宅
入
居
受
付
業
務
、
支
援

物
資
対
応
業
務
）
に
従
事
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
社
協
派
遣
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
１
名
を
福
島
県
い
わ
き
市
に
派

遣
し
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
支
援
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
被
災
さ
れ
た
方
々
の
健
康
管

理
心
身
の
ケ
ア
に
従
事
す
る
保
健
師
２

名
も
別
途
派
遣
し
ま
す
。

③
被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢

１
０
０
名
程
度
の
受
け
入
れ
を
目
標

　
現
在
、
市
営
住
宅
等
を
７
戸
準
備
す

る
と
と
も
に
、
１
０
０
名
程
度
の
受
け

入
れ
が
可
能
な
公
共
施
設
を
確
保
し
、

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
受
け
入
れ
後
は
、
避
難
者
へ
の
適

切
な
生
活
支
援
や
就
労
支
援
、
心
身
の

ケ
ア
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
そ
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
蘇
中
央
病
院
で
は
、
患
者

受
入
れ
ベ
ッ
ド
の
確
保
も
併
せ
て
行
っ
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て
い
ま
す
。

　

親
類
縁
者
を
頼
っ
て
の
避
難
も
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
方
の

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
か
ら
の
ご
支
援
に
つ
い
て

　

震
災
発
生
以
来
、
阿
蘇
市
の
皆
様
か

ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
特
に
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
行
政
区
を
は
じ
め
企
業
・
団
体
・
個

人
か
ら
温
か
い
寄
付
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①
支
援
物
資
の
受
付
け

　

必
要
な

物
資
が
必

要
な
人
に

確
実
に
届

く
よ
う
に

熊
本
県
と

連
携
し

て
、
４
月

６
日
ま
で

に
衣
類
関

係
（
特
に

新
品
の
下
着
、
靴
下
等
）
の
受
付
け
を

行
い
ま
し
た
。
市
民
の
方
々
か
ら
下
着

類
１
，
５
０
３
着
、
靴
下
１
，
５
４
６

足
、
上
着
・
ズ
ボ
ン
・
ス
カ
ー
ト
類

１
１
５
点
、
そ
の
他
２
１
４
点
の
ご
提

供
を
い
た
だ
き
、
熊
本
県
を
通
じ
被
災

地
へ
送
付
し
ま
し
た
。
今
後
は
必
要
に

応
じ
て
支
援
物
資
の
受
付
け
を
行
い
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
義
援
金
の
受
付
け

　
震
災
発
生
以
来
、
公
共
施
設
48
カ
所

に
義
援
金
箱
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
各
行
政
区
の

皆
様
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
３
月
末
現
在
の
義
援
金
総
額　

　
１
０
，
８
５
２
，
６
３
５
円

（�

義
援
金
箱
２
，
９
５
８
，
６
１
４
円
、

各
行
政
区
等
７
，
８
９
４
，
０
２
１
円
）

　
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
義
援
金
は
「
阿
蘇

市
民
一
同
」
か
ら
の
義
援
金
と
し
て
熊

本
善
意
銀
行
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け

ら
れ
、
今
後
、
被
災
者
に
配
分
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
義
援
金
は
引
き
続
き
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
重
ね
て
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
蘇
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
４
月
１

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
昇
任
者
や

新
入
団
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
斉
藤
孝

幸
さ
ん
（
西
仲
町
）
が
「
何
人
も
恐
れ
ず
、

良
心
に
従
っ
て
消
防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。

　

今
年
度

は
12
分
団
、

総
団
員
数

７
９
０
人

の
体
制
で

取
り
組
み

ま
す
。

職名 氏名
団長 　古澤志喜男
副団長 　室　恒和*
副団長 　木村裕次郎*
副団長 　髙宮　隆博
第１分団長 　宿利　直也
第２分団長 　伊藤　昭生*
第３分団長 　髙木　洋
第４分団長 　藤岡　周治
第５分団長 　原　元三
第６分団長 　楢木野政一*
第７分団長 　高日　久光*
第８分団長 　橋本　賢也*
第９分団長 　甲斐　桂史
第１０分団長 　村上　大介*
第１１分団長 　山内　利公*
第１２分団長 　家入　勇人

【平成２３年度　消防団幹部名簿】

*は新任 ▲宣誓書を読み上げる斉藤さん。
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阿蘇市消防団辞令交付式　新体制決まる
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